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★町の人口★人口10,178 (+ 2）男4,828(+ 1 )女5,350(+ 1）世帯合計3,461 (+ 5）平成2年7月末日現在（）は前月との比較です 

老人ホーム天 郷 荘 寿
 

慶
 

今
年
で
十
周
年
を
迎
え
た
、
「
か
え
る
 

の
学
校
」
 
町
内
の
七
十
人
の
子
供
た
ち
が
 

暑
さ
も
な
ん
の
そ
の
、
「
老
人
ホ
ー
ム
 
天
 

郷
荘
」
 
「
慶
寿
園
」
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
 

あ
ち
ゃ
ん
と
遊
ん
で
も
ら
っ
た
り
 
施
設
や
、
 

ち
ょ
っ
と
足
を
の
ば
し
て
上
野
峡
の
清
掃
と
 

連
日
の
猛
暑
の
中
 
元
気
い
っ
ぱ
い
の
た
く
ま
 

し
さ
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

上 野 峡 



職
員
の
募
集
始
ま
る
・
・
 

エ

場

団

地

進

出

企

業

 

赤
池
町
の
活
性
化
に
と
期
待
さ
れ
て
 

い
る
、
 

「
工
場
団
地
」
 
に
進
出
し
た
企
 

業
脚
タ
ナ
カ
ヤ
の
職
員
募
集
が
始
ま
り
 

ま
し
た
。
 

八
月
に
な
り
、
町
内
全
戸
配
布
の
チ
 

ラ
シ
に
よ
り
募
集
、
募
集
人
員
十
五
人
 

に
応
募
者
は
四
十
八
人
。
三
・
二
倍
の
 

競
争
率
と
い
う
狭
き
門
と
な
り
、
八
月
 

二
十
五
、
二
十
六
日
の
両
日
、
役
場
一
一
 

階
委
員
会
室
で
面
接
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
工
場
は
十
月
末
に
は
完
成
し
、
 

十
一
月
か
ら
操
業
の
予
定
で
す
。
 

ま
た
、
運
送
業
の
脚
山
懸
組
が
、
八
 

月
三
、
四
日
に
、
テ
ィ
エ
ム
メ
ト
ロ
脚
 

が
七
月
に
面
接
す
る
な
ど
、
動
き
が
活
 

議会だよ り 史上初の快挙Zノ 
市場小学校PTA チーム 

アベック優勝 

―田川郡PTAバレー・ソフトボール大会― 
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発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

う
れ
し
い
こ
と
に
、
来
年
 

の
高
校
卒
業
予
定
者
の
募
集
 

も
数
社
が
行
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
ん
な
動
き
に
役
場
も
ア
 

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
 

地
元
で
働
く
希
望
者
や
、
U
 

タ
ー
ン
希
望
者
の
実
態
把
握
 

を
急
い
で
い
ま
す
。
み
な
さ
 

ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
 

て
い
ま
す
。
 

役
場
企
業
誘
致
係
 

谷
 28 

1
2
0
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平
成
二
年
第
九
回
八
月
臨
時
町
議
会
 

が
八
月
二
十
四
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
変
更
→
平
成
二
年
 

度
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
で
実
施
し
 

て
い
ま
す
工
事
の
一
部
を
変
更
す
る
た
 

め
町
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
締
結
→
平
成
二
年
 

度
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
及
び
特
定
 

地
域
開
発
就
労
事
業
で
実
施
し
ま
す
工
 

」

 

」
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一
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一

 

一

 

一
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ー
 

事
三
件
の
予
定
価
格
の
全
額
が
、
そ
れ
 

ぞ
れ
三
千
万
円
を
下
ら
な
い
た
め
、
町
 

議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

⑥
米
市
場
開
放
阻
止
に
関
す
る
請
願
→
 

採
択
し
関
係
各
省
庁
に
要
請
書
を
提
出
 

し
ま
し
た
。
 

⑥
同
和
対
策
に
関
す
る
部
落
解
放
基
本
 

法
の
早
期
制
定
に
関
す
る
意
見
書
（
案
）
 

→
採
択
し
関
係
各
省
に
意
見
書
を
提
出
 

し
ま
し
た
。
 

連
日
う
だ
る
よ
う
な
夏
の
暑
さ
が
続
く
八
月
十
九
 

日
回
、
香
春
町
の
勾
金
中
学
校
で
、
田
川
郡
九
カ
町
 

村
、
二
十
五
校
の
P
T
A

チ
ー
ム
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

試
合
に
、
応
援
に
文
字
ど
お
り
の
熱
戦
が
繰
り
広
 

げ
ら
れ
た
末
、
 
「
市
場
小
学
校
チ
ー
ム
」
 
が
他
を
寄
 

せ
つ
け
な
い
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
、
今
年
で
十
一
一
 

回
目
の
こ
の
大
会
史
上
初
め
て
と
い
う
、
バ
レ
ー
ボ
ー
 

ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ア
ベ
 
ッ
ク
優
勝
の
快
挙
を
な
 

し
と
げ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
備
え
て
の
猛
練
習
、
そ
し
て
子
供
た
 

ち
へ
の
限
り
な
く
深
い
愛
情
が
こ
の
結
果
を
引
き
出
 

し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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童

謡

の

た

お

や

か

な

旋

律

を

 

メ

ロ

デ

ィ

 

赤
池
町
は
「
か
も
め
の
水
兵
さ
ん
」
 

「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
な
ど
の
童
謡
 

作
曲
家
、
河
村
光
陽
氏
の
生
誕
地
で
あ
 

り
、
童
謡
を
通
じ
て
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
 

る
、
心
豊
か
な
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
 

推
進
し
て
い
ま
す
。
 
す
で
に
み
な
さ
ん
 

ご
存
知
の
よ
う
に
、
昭
和
六
十
三
年
か
 

ら
『
童
謡
ま
つ
り
』
 
を
開
催
、
県
内
外
 

か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
赤
池
駅
ホ
ー
ム
と
町
民
会
館
 

に
、
童
謡
メ
ロ
デ
ィ
ー
装
置
を
設
置
し
、
 

童
謡
の
ま
ち
「
あ
か
い
け
」
 
の
イ
メ
ー
 

ジ
作
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
今
ま
で
の
も
の
で
は
メ
ロ
 

デ
ィ
ー
を
一
部
地
域
し
か
聞
く
こ
と
が
 

で
き
な
い
た
め
、
全
町
に
流
し
て
欲
し
 

い
と
の
住
民
の
方
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
 

新
た
に
町
内
五
ケ
所
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
 

ク
チ
ャ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
ま
し
 

た。 河
村
光
陽
氏
の
曲
を
中
心
に
、
 
一
日
 

四
回
、
上
野
農
協
、
大
浦
隣
保
館
、
農
 

協
市
場
分
所
、
上
桜
浄
水
場
お
よ
び
、
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
の
屋
上
か
ら
、
 

全
町
を
カ
バ
ー
し
て
童
謡
メ
ロ
デ
ィ
ー
 

が
流
れ
ま
す
。
 

方
向
に
よ
っ
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
大
 

き
さ
を
変
え
た
り
、
朝
タ
の
音
量
を
変
 

ー
装
置
を
設
置
 

え
る
な
ど
、
可
能
な
限
り
全
域
を
カ
バ
ー
 

す
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
 

将
来
は
、
夏
と
冬
の
流
す
時
間
や
曲
目
 

を
変
え
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
 

時 刻 曲 目 

7:00 早おき時計需姦ブ器 
12:00 かもめの水兵さん器纂ブ器 
18:00 タゃlナこゃけ器雨影器 
21:00 

船頭さん 武内俊子／作詞 

河村光陽／作曲 

旧赤池炭坑殉職者「鎮魂碑」再建 

今年の5月号でお知らせしましたように、旧赤池 

炭坑殉職者の方の「鎮魂碑」を再建するため、準備 

委員会（清原義則会長）が発足、伏原地区に30年程 

前まであったこの「碑」の写真や資料などお持ちの 

方、是非お知らせ下さい。 

I 旧赤池炭坑殉職者鎮魂碑再建準備委員（敬称略） 

氏 名 住 所 電 話 

清 原 義 則 車 道 28一2309 

藤 岡 登 朝 日 町 28一2463 

田 島 利 雄 下 桜 28一2386 

河 崎 義 美 松 本 28一2664 

藤 原 力 馬 南 町 28一2364 

立 川 忠 義 西 町 28一4078 

64 
歳

ま

で

の

方

は

 

加

入

で

き

ま

す

 

国
民
年
金
は
、
原
則
と
し
て
二
十
歳
 

以
上
六
十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
 

入
す
る
制
度
で
す
が
、
六
十
歳
以
上
六
 

十
五
歳
未
満
の
方
で
も
加
入
で
き
る
 

『
任
意
加
入
』
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
で
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
 

歳
に
な
る
ま
で
の
四
十
年
間
保
険
料
を
 

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
間
 

に
未
納
が
な
け
れ
ば
、
六
十
五
歳
か
ら
 

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
も
ら
え
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
 

い
期
間
が
あ
る
と
、
そ
の
ま
ま
で
は
満
 

額
の
年
金
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
 

× Z 秋の交通安全県民運動 
(9 月21 日～9月30 日） 

．青少年運転者による無謀運転の防止 

●青少年運転者の無謀運転防止のための交通安全教 

育指導の推進 

●無謀・騒音運転追放気運の醸成 

●家庭、職場及び地域における交通安全についての 

話合いの実践の促進 

2 ．シートベルト・ヘルメットの着用の徹底 

各座席での正しい方法によるシートベルトの着用 

と着用効果の広報啓発活動の推進 

●夜間におけるシートベルト着用の徹底 

●ヘルメットの正しい着用指導の徹底 

3 ．交通マナー（特に交差点・駐車マナー）の向上 

●家庭、職場及び地域における正しい交通ルールと 

マナーの教育・指導の推進 

●思いやりのある正しい交通マナーの実践活動の推進 

●違法駐車追放気運の醸成 

な
る
ま
で
の
間
に
 
『
任
意
加
入
』
 
を
し
 

て
年
金
額
を
増
や
す
と
い
う
方
法
を
お
 

す
す
め
し
ま
す
。
 

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
 

請
求
し
て
も
ら
っ
て
い
る
方
は
 
『
任
意
 

加
入
』
は
で
き
ま
せ
ん
。
会
社
等
に
勤
 

務
し
て
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
 

る
方
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
も
 

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
 
『
任
意
加
入
』
 

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

『
任
意
加
入
』
 
を
し
よ
う
と
思
わ
れ
 

る
方
は
、
印
鑑
と
年
金
手
帳
を
持
参
し
 

て
国
民
年
金
係
ま
で
お
こ
し
下
さ
い
。
  ノ 

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

役
場
広
報
係
あ
て
一
枚
の
ハ
ガ
キ
、
 

内
容
は
「
体
の
不
自
由
な
方
が
、
ス
ー
 

パ
ー
へ
押
車
で
買
物
に
出
掛
け
た
際
、
 

若
い
女
性
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
 
一
緒
 

に
帰
り
ま
し
ょ
う
と
、
買
物
袋
と
押
車
 

を
自
分
の
乗
用
車
に
載
せ
、
こ
の
方
の
 

家
の
そ
ば
ま
で
送
っ
て
頂
い
た
そ
う
で
 

難
聴
の
た
め
名
前
を
聞
く
こ
と
も
出
来
 

× 

ず
失
礼
を
し
ま
し
た
。
何
か
お
礼
を
の
 

べ
る
手
段
は
な
い
か
と
考
え
、
町
広
報
 

の
場
を
借
り
て
お
礼
を
述
べ
た
い
」
と
 

い
う
も
の
で
し
た
。
 

暑
い
時
で
も
、
こ
ん
な
心
温
ま
る
話
 

は
い
い
も
ん
で
す
。
い
い
話
を
提
供
し
 

て
下
さ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

広
報
係
 

がん征圧月間-1日～30 日（厚生省） 障害者雇用促進月間一1日～30日（労働省） 
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難
難
け
騒
誌
鶴
醜
い
纏
シ
雛
が
鷲
 

入
市
 
場
 
小
 
学
 
校

V

 

一
人
一
人
の
思
い
や
り
広
げ
よ
う
人
権
の
輪
へ
 

五
年
 
小

野

純

子

 

み
ん
な
で
な
く
そ
う
差
別
や
い
じ
め
 
五
年
 
藤

堂

竜

彦

 

差
別
に
気
づ
く
 
力
を
も
と
う
 

五
年
 
石
井
み
ど
り
 

差
別
を
な
く
そ
う
み
ん
な
心
か
ら
協
力
し
て
 

五
年
 
藤
井
亜
沙
美
 

な
く
そ
う
差
別
 
つ
な
ご
う
手
と
手
 

五
年
 
小

林

学

央

 

な
く
そ
う
差
別
み
ん
な
笑
顔
に
 

五
年
 
長
谷
川
有
佳
 

差
別
の
根
た
や
し
て
明
る
い
町
づ
く
り
 五

年
 
木

月

美

和

 

差
別
な
く
し
て
 
明
る
い
未
来
 

五
年
 
山

本

良

太

 

差
別
を
な
く
そ
う
ま
ず
自
分
の
心
か
ら
 五

年
 
八

隅

智

子

 

麟襲麟麟I麟議藻爺二 

勤雌曹熊て唄ミ黛鷺 

市場小6年 亀谷佑亮 市場小6年 尾仲健太郎 

市場小6年 吉松賢司 

み
ん
な
で
育
て
よ
う
 
人
権
の
種
を
 
五
年
 
長
谷
川
 

玲
 

差
別
に
ま
け
る
な
力
を
ふ
り
き
っ
て
五
年
 
本

城

美

里

 

入
上
 
野
 
小
 
学
 
校

V

 

人
権
を
守
っ
て
明
る
い
未
来
へ
出
発
 

五
年
 
大
久
保
 

要
 

ど
ん
ど
ん
育
て
 
人
権
の
芽
 

五
年
 
篠

原

千

佳

 

み
ん
な
で
仲
間
を
た
す
け
あ
お
う
 

五
年
 
小

松

奈

美

 

み
ん
な
の
輪
広
げ
て
な
か
よ
く
あ
か
る
い
町
を
 

五
年
 
丘

頭

健

一

 

み
ん
な
い
っ
し
ょ
 

差
別
な
ん
て
大
き
ら
い
 

五
年
 
小

西

 

茜
 

入

赤

 
池
 
中
 
学
 
校

V

 

つ
み
と
れ
 
つ
み
と
れ
差
別
の
芽
 

ひ
ろ
が
れ
 
ひ
ろ
が
れ
平
和
の
芽
一
年
 
木

山

聡

平

 

言
葉
一
秒
 
き
ず
一
生
 

一
年
 

小

林

大

土
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“
ト
』
・
￥
甲
 

市
場
小
6
年
 
片

岡

初

美

 

上野小6年 春山 明音 

 ~ ~ 

差多1を 
、、と事ン左てセ 

ワ肩g魂臓，・ 

市場小6年 太田黒大明 

みんなで考え 

みんなで作った 

上野小6年 小松正和 

言
葉
ひ
と
こ
と
 
心
が
け
 

一
年
 

日
高
か
お
り
 

自
分
の
一
声
 
社
会
に
一
声
 

一
年
 

木

村

美

幸

 

差
別
を
な
く
せ
 
僕
か
ら
君
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

一
年
 

小

谷

哲

雄

 

あ
な
た
に
も
心
の
隅
に
影
が
あ
る
 

一
年
 

立
花
み
さ
き
 

ち
ょ
っ
と
待
て
そ
の
一
言
に
 
と
げ
が
あ
る
 

一
年
 

柳

川

友

子

 

す
ぐ
や
め
よ
う
 
人
の
心
を
つ
き
さ
す
差
別
 

一
年
 

工

藤

 

裕
 

暗
い
差
別
 
心
の
明
り
で
火
を
と
も
そ
う
 

一
年
 

満

山

 

崇
 

た
ち
き
ろ
う
差
別
の
芽
 
育
て
よ
う
平
和
の
木
 

一
年
 

重

本

小

春

 

差
別
を
な
く
せ
ば
 
平
和
が
見
え
る
 

思
い
や
り
 
や
さ
し
い
心
 
広
々
と
 

し
っ
か
り
歩
こ
う
 
人
権
の
道
 

一
年
 

土

田

恵

子

 

一
年
 

徳

永

裕

子

 

一
年
 

白

川

康

一

 

ふ
き
と
ば
そ
う
 
せ
ま
い
心
の
差
別
の
心
 

一
年
 

八

隅

孝

子

 

一
に
真
心
 

二
に
友
情
 
三
に
平
和
は
ぼ
く
の
た
め
 

一
年
 

柴

田

幸

広
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、
 
ー一一一 

【、 
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ー
 
トユ、 
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壬

 
製

 
査

 

一目ー 
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上
野
小
6
年
 
相

原

 
寿
 

赤
池
中
2
年
 
山

村

美

佳

 ?
 

赤
池
中
2
年
 
安

延

恵

子

 

ー

今

月

の

解

放

講

座

ー

 

と 

き
 
9
月
 26 

日
（
水
曜
日
）
 

と
こ
ろ
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
見
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
御
参
加
下
さ
い
。
 



ハh
リ
 

く

 

全
国
大
ム
本
で
上
位
入
尚
貝
 

～あなたは 

ひとりで悩んでいませんか？~ 
級
 

夏を満喫 
恒例、、花火大 会 

暴力団が 

。債権取立 。不動産取引 

。金銭貸借 。交通事故示談 

。企業倒産 

など民事問題に介入して困っている方、 

専門の警察官・弁護士が相談に応じます。 

第
「
干
「
画
「
小
・
中
・
高
生
全
国
空
手
道
選
ま
惟
大
会
」
 

が
、
八
月
十
一
、
十
二
日
の
両
日
、
名
古
屋
市
総
合
体
育
 

館
で
開
催
さ
れ
、
延
べ
千
八
百
人
が
集
い
赤
池
町
か
ら
は
 

十
二
人
が
参
加
、
大
活
躍
の
う
え
、
す
ば
ら
し
い
成
績
を
 

残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
三
位
以
上
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

〇
中
学
三
年
生
男
子
「
個
人
組
手
の
部
」
 

優

勝

 
長

野

秀

裕

君

 

〇
中
学
二
年
生
女
子
「
個
人
組
手
の
部
」
 

三

位

 
水

永

宏

佳

さ

ん

 

〇
小
学
六
年
生
女
子
「
個
人
組
手
の
部
」
 

三

位

 
平

川

由

美

さ

ん

 

な
お
、
長
野
秀
裕
君
は
、
小
学
校
六
年
生
、
中
学
一
年
 

生
の
時
に
続
い
て
今
回
で
三
回
目
の
全
国
大
会
個
人
優
勝
 

を
果
し
ま
し
た
。
 

ところ ～vー～vv、～ .
 ~vvvvvv、 と き 

9月29日（土）午前10時～午後4時 

飯塚市新飯塚20番30号 

立岩公民館 3階研修室 

（飯塚市役所斜前） 

0948 -23 -6000 

市
場
地
区
で
、
昭
和
五
十
 

九
年
よ
り
毎
年
続
け
ら
れ
て
 

い
る
「
花
火
大
会
」
。
 

今
年
も
八
月
十
六
日
困
、
 

夏
の
夜
空
を
彩
り
、
し
ば
し
 

の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
 

ま
し
た
。
 

会
う
人
ご
と
に
 
「
暑
い
で
 

す
ね
」
 
の
言
葉
を
交
わ
し
た
 

今
年
の
夏
、
 
一
ぷ
く
の
清
涼
 

剤
と
し
て
の
こ
の
 
「
花
火
大
 

会
」
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
 

い
る
方
も
増
え
続
け
、
花
火
 

の
一
発
ご
と
に
大
き
な
歓
声
 

が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
七
月
十
六
日
5
八
月
十
六
日
 

【
香
典
返
し
】
立
花
チ
ェ
（
8

の
2
）
〇
 

水
永
雄
（
8

の
3
）
〇
手
銭
昭
典
（
板
取
）
 

〇
松
尾
マ
ッ
子
（
岩
屋
組
）
〇
松
尾
時
子
 

（
下
西
町
）
〇
岩
尾
元
彦
（
皿
山
）
〇
小
 

松
義
治
（
大
浦
）
〇
西
森
冨
士
子
（
町
営
 

伏
原
）
 

以
上
八
件
で
総
額
は
二
十
七
万
九
千
 

円
で
す
。
 

【
寄
付
】
日
高
ス
ミ
エ
廿
一
万
円
〇
三
 

区
子
供
会
H

二
万
円
〇
市
場
支
部
廿
一
一
 

万
円
〇
赤
池
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
廿
 

う
一
万
円
〇
九
光
石
油
廿
五
千
円
〇
匿
名
 

け
 
の
方
四
名
廿
七
千
円
 

【
快
気
祝
】
中
村
辰
夫
（
新
町
）
廿
五
万
円
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
二
般
廿
一
口
千
円
）
 

柴
田
和
子
廿
一
ロ
〇
沢
永
孝
美
廿
一
口
 

〇
高
浜
、
、
、
ッ
子
廿
二
口
〇
小
林
、
、
、
ッ
子
廿
 

二
ロ
〇
勝
木
栄
廿
一
口
〇
勝
木
八
重
子
廿
 

一
口
〇
高
津
牟
津
美
打
五
口
〇
加
来
安
 

子
廿
二
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
熊
谷
琢
義
廿
一
万
 

円
〇
三
区
子
供
会
廿
一
万
円
〇
吉
田
マ
 

サ
子
・
世
良
礼
子
・
世
良
幹
二
廿
一
万
円
 

〇
福
祉
バ
ス
内
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
廿
四
 

万
二
千
三
百
四
十
円
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
毛
利
純
生
（
赤
池
）
金
一
封
〇
大
庭
文
 

具
店
（
赤
池
）
テ
ィ
ッ
シ
ュ
 50 

箱
〇
赤
池
 

町
職
員
組
合
ソ
ー
メ
ン
9

蛇
 

谷
 

・一鎖認 

~ 9 月福祉センターの行事

i 【休館日】 【仏教講演会】 【健康講演会】 

~ 3日、10 日、15 日 13 日午後11時 12日午前11時～ 

~ 16 日、ワ日、23 日 【心配ごと相談日】 

~ 24 日 

i 【バス運行日】 午前10時30分～午後3時30分 

~ 毎日運行 【健康相談日】 

~ 【演芸】 

i 入館者へ舞台を自由に提供します。 

~ ※ゲートボール場も自由にご利用下さい。 
L.．一．．一．．一．．一．．一．．一．．一．．一”一．．一．．一．．一．」 

福岡県警本部・福岡県弁護士会 .
 

ロ
一
般
健
康
診
査
 

o
十
三
日
困
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

13 

時
 30 

分
、
 15 

時
受
付
 

対
象
者
 
四
十
歳
以
上
の
方
で
費
用
 

は
六
百
円
（
食
事
可
）
 

ロ
ツ
ベ
リ
ク
リ
ン
反
応
 

o
二
十
五
日
因
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
生
後
3

カ
月
5
4
歳
未
満
 

ロ
乳
児
一
斉
検
診
 

o
二
十
六
日
困
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
生
後
3
カ
月
、
 13 

カ
月
児
 

0
 

巌
 

O
)
）
報
 

つ
。
 

18 
り
ワ
匁
 

繊
 

）フ 鳶o 
0
o
 
大
 

火
 

仁
L
い
 

ノ
多
ず
叩
 

／
可
じ
 

盆

踊

り

 

板
屋
団
地
 
前
 
田

孝

 子
 

今
年
も
盆
踊
り
の
季
節
が
来
た
。
八
 

月
四
日
夜
六
時
か
ら
と
の
貼
り
紙
に
、
 

是
非
主
人
に
見
せ
て
や
り
た
い
と
指
折
 

り
数
え
た
。
 

田
川
慈
恵
病
院
と
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
 

と
い
う
施
設
と
の
合
同
で
双
方
の
看
護
 

婦
さ
ん
や
、
踊
ら
れ
る
患
者
さ
ん
が
大
 

き
く
輪
に
な
り
、
太
鼓
や
テ
ー
プ
に
合
 

わ
せ
二
時
間
余
を
和
気
あ
い
あ
い
と
す
 

ご
し
た
。
 

い
つ
か
、
主
人
を
見
舞
う
べ
く
病
院
 

に
着
き
、
玄
関
口
の
す
ぐ
近
く
の
病
棟
 

で
痩
せ
細
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
、
お
風
 

呂
上
り
ら
し
く
顔
と
手
足
を
出
し
、
黄
 

色
の
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
に
く
る
ま
り
病
室
 

に
向
う
ら
し
く
 
「
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
」
 

の
上
で
気
持
良
さ
そ
う
に
眠
っ
て
い
た
 

の
を
、
ず
っ
と
後
に
聞
い
た
の
だ
が
、
 

今
年
の
桜
も
終
り
に
近
づ
い
た
日
、
看
 

病
も
空
し
く
永
眠
さ
れ
た
と
聞
か
さ
れ
 

ロ
B

・C

・G 

o
二
十
七
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 

ッ
反
判
定
陰
性
者
 

た
の
を
思
い
出
し
た
。
 

看
護
婦
さ
ん
に
頂
い
た
綿
菓
子
を
子
 

供
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
主
人
に
、
こ
 

み
あ
げ
て
く
る
も
の
を
覚
え
た
。
 

一
昨
年
よ
り
、
去
年
、
去
年
よ
り
今
 

年
と
、
リ
ハ
ビ
リ
の
お
か
げ
で
装
具
を
 

付
け
、
少
し
支
え
て
や
る
と
い
く
ら
か
 

は
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
 
一
人
で
 

は
一
分
も
立
ち
上
が
れ
な
い
。
 

ベ
ッ
ト
か
ら
車
椅
子
、
車
椅
子
か
ら
 

ベ
ッ
ト
に
と
自
由
に
移
れ
る
よ
う
に
早
 

く
な
っ
て
欲
し
い
と
、
賑
わ
い
を
背
に
 

し
、
一
足
先
に
会
場
を
辞
し
た
。
 

片
付
け
も
終
り
、
横
に
な
り
、
院
長
 

先
生
や
こ
の
企
画
を
さ
れ
た
方
、
そ
れ
 

に
来
る
日
も
来
る
日
も
練
習
を
し
頑
張
 

ら
れ
た
方
、
会
場
の
準
備
を
さ
れ
た
方
 

た
ち
の
労
を
ね
ぎ
ら
わ
せ
て
頂
い
た
。
 

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
亡
く
な
ら
れ
た
 

方
々
の
ご
冥
福
を
祈
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

投
 
稿
 
を
 

お
 
待
 
ち
 
し
 
て
 

お
 
り
 
ま
 
す
o
 

役

場

文

書

 

広
 
報
 
係
 

ロ
三
種
混
合
 

o
二
十
八
日
団
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分
受
付
 

対
象
者
 
生
後
 12 

カ
月
5
 48 

カ
月
児
 

舞
麟
勢
孤
衝
離
霧
麟
影
 

助
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
宝
く
じ
受
 

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
地
域
の
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
括
動
を
推
進
し
、
そ
の
 

健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
 

テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

写
真
は
、
役
場
玄
関
横
に
設
置
さ
れ
 

た、 

テ
レ
ビ
と
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、
ビ
デ
 

オ
カ
メ
ラ
、
町
民
会
館
に
設
置
さ
れ
た
 

メ
ロ
デ
ィ
装
置
で
す
。
こ
れ
も
助
成
事
 

業
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

環境衛生週間-24 日～10月1日（厚生省） 動物愛護週間-20 日～26日（総理府） 
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クリーン作戦 

昨年に引き続き今年も10月21日（日）町内 

あげてのクリーン作戦を展開します。 

全町民の方の一致協力をお願いします。 

， 地区公民館連合会 

名人戦しませんか 

将棋大会を行います。我と思う人も思わない 

人も腕におぼえのある方、参加乞う。 

ト 日 時 9月24 日（月）振替休日 

午前10時～ 

ト場 所 I町民会館 2階和室 

ト締切り 9月20 日まで 

ト 申込み・間い合せ 町民会館まで公281 '1 1 0 0 

、こ 赤池町将棋愛好会 

婆／×b 

ョガ教室 生徒募集 
（昼の部） 

あなた自身の美容と健康のため、、ョガクを 

始めてみませんか。 

ト 日時毎週水曜日午後1時30分～午後3時 

ト場所町民会館和室 

ト会費 2千円（1カ月） 

ト間い合せ・連絡先小林ふみ子（高尾）まで 

唾ブな雲プ 
一ーこ 

谷28一4952 

だよ り 

県立図書館の入れ替えがあり、新しい本 

がたくさん入っています。又、新刊も続々 

入荷中／ あなたのおいでをお待ちして 

おります。 

町民会館図書室 

10月1日、全国一斉に国勢調査が行われ 

ます。国勢調査は、国や都道府県・市区町 

村が、福祉や雇用、住宅対策など、これか 

らの行政を考えていく基礎資料となります。 

赤ちゃんからお年寄りまで日本に住んで 

いるすべての方が調査の対象となります。 

9月下旬に調査員が一戸一戸、世帯ごと 

に調査票を配布します。調査は22項目。時 

間はあまりおかけしませんので、もれなく、 

正確に、ご記入ください。皆さんのご協力 

をお願いいたします。 

0 
生

き

て

い

る

日

本

を

 

キ
 
ャ
 、 

チ
 

国
勢
調
査
 

、
（
飼
絢
口
旭
 

し が
 伊m

い
尾
旨
旦
 

ノノ 

カ

ミ

カ

ミ

教

室

 

参勿6詩せんか 

ク 

離
乳
食
や
、
歯
ミ
ガ
キ
の
こ
 

と
で
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
、
 

来
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

離
乳
食
後
期
の
食
事
づ
く
り
 

と
歯
ミ
ガ
キ
指
導
を
実
演
に
よ
 

り
行
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 
十
月
三
日
困
午
前
 10 

時
、
 11
 

時
（
申
込
 15 

名
で
締
切
り
ま
す
）
 

▽
場
所
 
田
川
保
健
所
（
田
川
市
大
字
 

伊
田
松
原
通
り
）
 

▽
対
象
 
生
後
九
カ
月
以
上
の
乳
児
と
 

そ
の
母
親
 

▽
申
込
方
法
 
電
話
予
約
に
よ
る
 

▽
連
絡
先
 
田
川
保
健
所
予
防
係
 

村
上
さ
ん
か
田
中
さ
ん
ま
で
 

谷
 44 

5
0
6
6
6
 

⑧⑧⑤ 暑
い
、
あ
つ
い
 
を
連
発
し
、
過
 

去
最
高
と
い
う
記
録
を
塗
り
変
え
て
 

暦
の
上
で
は
夏
の
終
り
を
迎
え
ま
し
 

た。 

役
場
に
は
ク
ー
ラ
ー
が
無
い
 

た
め
、
こ
う
し
て
原
稿
を
書
い
て
い
 

て
も
 
腕
が
机
に
ベ
ト
つ
き
、
扇
風
 

機
の
風
に
書
類
が
と
ん
だ
り
し
て
い
 

ま
す
。
 

そ
れ
で
も
、
朝
、
タ
に
は
秋
が
近
い
 

か
な
と
思
え
る
程
 
少
し
涼
し
さ
を
 

感
じ
 
行
き
過
ぎ
る
夏
に
想
い
を
は
 

せ
る
程
の
思
い
出
は
な
く
て
も
 
日
 

日
是
無
事
で
あ
れ
ば
 
そ
れ
が
一
番
 

か
な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
 

9月は国民健康保険税の納税月です。 


